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致するかを 5 段階（－2「全くあてはまらない」から 2「よくあてはまる」）で尋ねた。その他
の項目については評定尺度および順位・名義尺度を用いて測定した。回収された質問紙は































る。先ず、対人的、社会文化的、物理的次元から捉えた 20 の仕事環境要素について合計 68 の設
問を設定し、丁寧に仕事環境に関する質問紙を作成している。倫理的配慮をしながら、全国の 300
床以上の急性期病院に勤務する 5,402 名の看護師に質問紙を配布し、1,592 名から回答が得られ





による全体のクロンバックα係数は 0.97 であり、また 20 要素のα係数は 0.74 から 0.94 の間
にあり、高い信頼性を有することを確認している。仕事満足度等のアウトカムに関連する仕事環
境要素への影響については、データを層別し、回帰分析等の統計手法を用いて詳細に分析してい
る。 
日本の看護師の仕事満足度を高め、職場における組織的仕事への貢献意欲とその職場での仕事
を継続する意志、そして自らのキャリアを発展させたいという意欲を持つことに影響を与え、さ
らにケアの質を高めることに影響するマグネティズムの源として、『同僚看護師との協力的な関
係』等、16 の要素を明らかにしている。これらの要素は、看護職の人的資源管理において介入方
略を決定するための仕事環境の査定や、継続的なモニタリングの視点となる。また、集団データ
を用いたモデルの検証とさらなる精錬と共に、実践への適用を進めるための利便性の高い評価ツ
ールの開発へと展開していくことが期待される。 
以上のことから、本学位申請論文は、学位授与に値する成果と考えられ、審査委員は学位申請
者増野園惠が、博士(看護学)の学位を授与される資格があるものと認める。 
